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失敗する機会を子供から奪ってはいけない 

子どもの頃に小さな失敗を経験させてあげたほうがいい、とはよく聞く話だと思います。 

でも、ほとんどの親は、子どもが失敗を避けられるように手伝ってしまいます。 

「水たまりがあるからよけなさい」も、よく言ってしまう言葉ではないでしょうか。 

もちろん本当に危険なことは、先回りして教える必要があります。 

しかし、なんでもかんでも先回りして、失敗する機会を奪うのは別の話。 

子どもにとってまったくいいことではありません。 

「水たまりがあるからよけなさい」もよくない例です。 

水たまりに入って靴や洋服がビショビショになったら、着替えればいいだけです。 

「スニーカーで水たまりに入ると、あっというまに水がしみ込んで気持ち悪くなるんだ

な」とか「足が冷えるとくしゃみが出てくるんだな」などと本人もわかります。 

ちょっとやんちゃな子、よくない 噂
うわさ

がある子などについて「あの子と遊ぶのはやめ

なさい」と言うのもそうです。 

自分の子どもが傷ついてほしくないから、心配だから言うのでしょうが、付き合う前に

言うのはよくありません。 

多少のトラブルがあっても、それを学びに変えていけばいいのです。 

 

失敗こそ、学びのチャンスです。 

 

そうやって付き合う人を親が選ぶようなことをしていたら、結婚相手も自分で決められ

なくなります。 

その子の人生ですから。人付き合いを自分で決められないなんて、幸せと言えるでしょ

うか。 

失敗こそ、学びのチャンスです。そして、失敗を乗り越えるほどに、失敗に対する耐性

も身につきます。 

子どもの頃にたくさんの失敗をさせてあげたほうがいいのです。 

 



母親は何でも失敗をさせてくれる人でした 

株式会社ユーグレナ代表取締役社長の 出 雲 充
いずも みつる

さんは、日本を代表する素晴らしい

起業家の 1 人です。 

その出雲さんにこんな質問をしました。 

「出雲さんが子どもの頃、お母さんはどういう子育てをされていましたか？」 

出雲さんが答えてくれたのは、「母はなんでも失敗させてくれる人でした」ということ

でした。 

なんでもやりたいようにやらせてくれ、見守ってくれたそうです。 

たとえば外でおにぎりを食べていて、地面に落としてしまったとき。 

泥だらけのおにぎりを拾ってそのまま食べようとしたら、ほとんどの人は「汚いからや

めなさい」と止めるでしょう。 

でも、出雲さんのお母さんは止めません。 

やりたいようにやらせておきます。 

泥だらけのおにぎりを口に入れたら、まずいから出します。 

子ども自身が食べるのをやめるはず。 

だから止めなくてもいいという考えだったのです。 

こういった環境だったから、失敗を恐れず挑戦し続けるベンチャー魂が育まれたのです

ね。見守るのはなかなか忍耐のいることです。 

幼いころの失敗が大人になって活きてくる 

大学を卒業したら急に「もう大人なんだから独り立ちしなさい」と言われても、それは

無理というものでしょう。 

子どもの頃にたくさん失敗をして、そこから学ぶことが大切です。 

子どものうちに小さな失敗をたくさん経験しておくほど、大人になってそれが活きてく

る。 

「うわー、水たまりじゃなくて海じゃん」って思っても、失敗を回避したりリカバリー

したりする能力が上がっているからチャレンジできます。 

たとえ大きな失敗をしても、メンタル的な耐性も上がっているから立ち直りも早いので

す。 

こういった、失敗を恐れずチャレンジできる力こそ、親が子どもにつけてあげたいと思

うものではないでしょうか。それなのに、失敗のチャンスを奪ってばかりいるのが、現

代の親です。       ビリギャルを東大にいれた有名な坪田塾塾長から引用 

 



書道教室からのお知らせ  

とにかく８・９月と忙しかったですね。 

夏休みの学校の宿題から始まり、検定試験・昇段試験・広島書道展と作品づくりで大変でした。 

広島書道展は１０月末まで続きます。 

水曜日さくらの教室は 12日がお休みとなります。 

段が高い生徒はレベルも上がっています。毛筆を是非 5 段まで修得して書道名（雅号）をいただいてください。

今回それをかけて高 3の女の子が挑戦しています。 

今後の励みと自信に繋がります。そして内申に書く事ができます。すごいですよね。 

広島書道展参加の生徒は先生が OK出すまでは毛筆を持って来てくださいね。 

 

外国人講師の英会話教室からのお知らせ  

 

      ハロウィンってなあに？？ 

ハロウィンは、前の年に死んだ人の霊が冬になって、寂しくなりもどってくるというケルト人の 

信仰に由来する西洋のお祭りです。 

子どもたちは悪霊を追い出すためにお面をかぶったり、気味の悪い仮装をし「Trick or Treat」 

（お菓子をくれなきゃいたずらするぞ）と言って近所をまわります。 

ハロウィンは火曜日は 25 日・木曜日は 27 日です。 

人数の少ないクラスもあるので２クラス合同でするかもしれません。 

聖徳幼稚園は 20 日木曜日にします。 

第二聖徳幼稚園（コアラクラス）ではハロウィンはできないので次の場所で参加ください 

 第二聖徳の生徒（コアラクラス）は 10 月 27 日の課外レッスンはありません。 

一年に一回のハロウィンなのでどこかのクラスへ来ていただき体験して欲しいです。 

①20 日 木曜日聖徳幼稚園 15 時から 15 時 45 分 

 ②20 日 木曜日柿迫 KIC  17 時 15 分から 18 時予定変更があるかも 

 

 



 ②25 日 火曜日柿迫教室   今のところ時間未定 

まだ決まり切っていないためまた連絡を英会話のラインにてお知らせします。 

赤で書いているところは決まりです。 

火曜日の柿迫教室は 3 つくらいのクラスを考えていますので要望がありましたら 

個人ラインにて連絡をくださいね 

今年もドナルド先生が楽しいゲームを考えているようですよ。 

  


